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 11月 29日（土）、クローバー・デイサービスセンターで 

今年度 2回目となる、くつろぎカフェを開催。参加者 6名、 

支援者 8名でクッキー作りを楽しんでもらいました。 

それぞれ麺棒を使って、生地を伸ばして好きな形に型抜 

き、焼きあがったクッキーにアイシングをして完成。 

皆で美味しくいただきました。自分たちで一から作ったもの 

は格別。利用者の一人は、早速、生地の配合など熱心に 

聞かれていました。 

年賀状廃止のお知らせ 

時候のご挨拶として年賀状を送付し

ていましたが、昨今の社会情勢を考慮

して、2025 年度より、利用者及び関係

先全てに対して年賀状控えさせていた

だくことになりました。 

何卒ご理解賜りますようお願い申し

上げます。 

【くつろぎカフェ開催】 

新車がきました！ 

↑京都府から福祉有償運送事業費の 

補助金を受け、ホンダ NBOX購入。 

 

 

 

車イス対応車（軽） 

↑星やクリスマスツリーの 

形に型抜きして、ホットプ

レートで焼き上げました。 

 

 

 

↑麺棒で生地を伸ばす参加者さんたち 

 

 

 



 

 

福
岡
と
プ
サ
ン
の
距
離
は
約

二
百
キ
ロ
。
も
の
事
は
、
境
界

を
開
閉
す
る
こ
と
で
、
違
っ
て

見
え
る
。国
境
の
視
点
で
な
く
、

東
ア
ジ
ア
地
域
と
し
て
、
福
岡

は
、
そ
ん
な
解
放
性
を
も
つ
位

置
に
あ
る
。 

朝
鮮
開
化
派
の
金
玉
均
や
孫

文
の
革
命
、
イ
ン
ド
の
独
立
運

動
を
支
え
た
の
は
、
福
岡
や
熊

本
の
人
間
で
あ
る
。
国
権
と
民

権
、
右
翼
と
左
翼
が
、
一
個
の

人
間
の
中
で
、
自
在
に
躍
動
す

る
。
こ
う
し

た
義
理
人
情

の
空
気
が
、

福
岡
に
は
確

か
に
あ
る
。 

北
九
州 

一
九
四
五

年
三
月
か
ら
、

Ｂ
29
が
、
門

司
港
に
バ
ラ

ま
い
た
機
雷

の
数
は
、
四

六
九
六
個
。
日
本
全
土
の
投
下

数
の
ほ
ぼ
半
分
に
な
る
。 

関
門
海
峡
は
工
業
地
帯
、
陸

軍
の
兵
站
地
と
し
て
最
重
要
地

だ
っ
た
。
連
合
軍
は
、
こ
こ
を

封
鎖
す
る
の
に
躍
起
と
な
っ
た
。

敗
戦
後
も
こ
の
機
雷
は
、
船
舶

を
お
び
や
か
し
た
。
十
一
月
の

時
点
で
、
触
雷
し
、
破
壊
さ
れ

た
船
は
、
三
三
四
隻
に
及
ん
だ
。 

一
九
〇
〇
年
、
北
京
で
北
清

事
変(

義
和
団
の
乱)

が
起
き
る
。

英
米
露
仏
独
伊
墺
の
八
か
国
連

合
軍
と
清
の
戦
い
に
、
日
本
も

加
わ
っ
た
。 

下
関
で
は
、
山
陽
鉄
道
の
工

事
が
進
行
中
だ
っ
た
。
一
九
〇

一
年
、
八
幡
製
鉄
所
第
一
高
炉

に
火
が
入
る
。
高
炉
前
で
撮
ら

れ
た
記
念
写
真
の
中
央
に
、
伊

藤
博
文
と
井
上
馨
が
い
る
。
井

上
の
左
隣
に
は
平
岡
浩
太
郎
、

少
し
離
れ
て
安
川
敬
一
郎
、
そ

の
二
男
松
本
健
次
郎
ら
も
見
え

る
。
玄
洋
社
の
面
々
で
あ
る
。 

夢
野
久
作
の
父
、
頭
山
満
の

盟
友
で
あ
る
杉
山
茂
丸
の
画
策

で
初
代
福
岡
県
令
に
安
場
保
和

を
据
え
、
門
司
の
築
港
、
九
州

鉄
道
の
敷
設
、
そ
し
て
八
幡
製

鉄
所
へ
と
、
福
岡
の
玄
洋
社
が
、

い
か
に
日
本
の
近
代
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
か
が
わ
か
る
。 

ち
な
み
に
、
夢
野
久
作
の『
犬

神
博
士
』
の
県
令
の
モ
デ
ル
は

安
場
保
和
。
後
藤
新
平
の
父
、

鶴
見
俊
輔
の
曾
祖
父
で
あ
る
。 

筑
豊 

門
司
や
八
幡
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
源
と
し
て
、
背
後
に

は
、
筑
豊
の
大
炭
鉱
地
帯
が

あ
っ
た
。 

鹿
児
島
本
線
と
筑
豊
本
線
の

交
わ
る
折
尾

お

り

お

で
は
、
連
合
軍
の

捕
虜
が
、
炭
鉱
労
働
に
使
わ
れ

た
。 内

訳
は
、
米
兵
七
十
人
、
英

豪
兵
二
百
五
十
人
、
蘭
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
兵
が
八
百
余
人
で
あ
る
。

多
く
の
炭
鉱
で
は
、
鉱
夫
た
ち

が
戦
争
に
召
集
さ
れ
、
人
手
不

足
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
朝

鮮
人
や
中
国
人
が
、
強
制
連
行

さ
れ
た
。
連
合
軍
の
捕
虜
も
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
。

戦
後
、
処
刑
さ
れ
た
Ｂ
、
Ｃ
級

戦
犯
の
ほ
と
ん
ど
は
、
捕
虜
へ

の
虐
待
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。 

福
岡
と
熊
本
の
県
境
に
ま
た

が
る
三
池
炭
鉱
な
ど
、
囚
人
を

使
っ
た
処
も
あ
る
。
読
売
巨
人

軍
の
原
の
父
親
が
、
野
球
部
の

監
督
を
つ
と
め
た
三
池
商
業
高

校
は
、
か
つ
て
三
池
監
獄
だ
っ

た
。
高
校
の
外
塀
の
赤
レ
ン
ガ

は
、そ
の
監
獄
の
外
壁
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
日
本
鉱
業
遠
賀

お

ん

が

鉱

業
所
高
島
炭
鉱
に
は
、
一
九
三

九
年
、
第
一
次
の
朝
鮮
人
労
働

者
が
強
制
連
行
さ
れ
て
き
た
。

高
島
で
は
、
第
五
次
ま
で
千
数

百
人
を
、
朝
鮮
か
ら
強
制
連
行

し
、
そ
こ
を
「
訓
練
所
」
と
呼

ん
だ
。「
寮
」
と
か
「
合
宿
所
」

と
称
し
た
炭
鉱
も
あ
る
。

こ
れ
は
、
敗
戦
ま
で
つ
づ

い
た
。 

中
国
人
の
大
部
分
は
、

中
国
戦
線
で
捕
虜
と
な
っ

た
兵
士
と
中
国
共
産
党
支

配
地
か
ら
集
め
た
住
民
で

有田誠(ありたまこと) 京丹波町在住の映画愛好家 
写真は、博多どんたくの祭り(櫛田神社)。「どんたく」は 

ドイツ語ゾンターグ(日曜日)からきている。筆者撮影。 

日本の強制連行への抗議像。

プサンにて筆者撮影 



 

 

あ
っ
た
。 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
ビ
ル
マ

へ
向
か
う
海
上
輸
送
路
は
、
一

九
四
二
年
初
め
に
、
潜
水
艦
の

攻
撃
で
使
え
な
く
な
っ
た
。
大

本
営
は
タ
イ
と
ビ
ル
マ
を
結
ぶ

鉄
道
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
定
、

山
岳
地
帯
が
連
続
す
る
四
百
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
難
ル
ー
ト

を
、
日
本
軍
は
泰
緬
鉄
道
と
呼

ん
だ
。
蘭
英
の
捕
虜
と
現
地
住

民
の
犠
牲
は
、
レ
ー
ル
一
本
に

つ
き
一
人
が
死
ん
だ
と
言
わ
れ

る
。
そ
の
工
事
で
生
き
残
り
、

筑
豊
の
炭
鉱
に
移
さ
れ
た
捕
虜

も
多
数
い
た
。 

朝
鮮
戦
争 

一
九
五
〇
年
六
月
二
五
日
、

朝
鮮
戦
争
は
始
ま
っ
た
。

二
八
日
、
北
朝
鮮
軍
は

破
竹
の
勢
い
で
南
下
、

ソ
ウ
ル
が
陥
落
し
た
。

二
九
日
、
米
軍
板
付

い

た

つ

け

基

地(

現
福
岡
空
港)

と
門

司
、
小
倉
、
八
幡
、
戸

畑
の
四
市(

当
時)

に
戦
時
中
と

同
じ
警
戒
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が

鳴
り
響
い
た
。 

下
関
、
門
司
の
港
は
、
前
線

へ
の
輸
送
基
地
と
な
る
。
小
倉

の
ジ
ョ
ー
ノ(

城
野)
キ
ャ
ン
プ

の
米
兵
が
、
門
司
港
か
ら
半
島

に
送
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
弾
よ

け
に
使
わ
れ
た
黒
人
兵
が
ほ
と

ん
ど
の
米
兵
の
遺
体
は
、
門
司

港
に
戻
っ
て
き
た
。 

七
月
、
半
島
南
部
に
ま
で
、

国
連
軍(

ほ
ぼ
米
軍)

は
追
い
つ

め
ら
れ
る
。
韓
国
で
は
、
多
く

の
高
校
生
も
兵
士
と
な
り
、
死

ん
で
い
っ
た
。
最
前
線
に
送
ら

れ
る
の
は
、
圧
倒
的
に
黒
人
兵

で
、
ジ
ョ
ー
ノ
キ
ャ
ン
プ
か
ら

脱
走
兵
も
出
た
。 

関
門
の
港
は
戦
時
ラ
ッ
シ
ュ

と
な
り
、「
活
況
」
を
呈
し
た
。

軍
事
物
資
を
扱
う
沖
仲
仕
の
不

足
を
、
暴
力
団
大
長
組
の
ル
ー

ト
で
、
手
配
師
が
補
っ
た
。
そ

の
半
数
は
、
朝
鮮
人
の
日
雇
い

だ
っ
た
。
軍
の
船
舶
で
、
プ
サ

ン
と
の
往
復
を
し
た
が
、
武
器

弾
薬
を
含
む
の
で
、
特
別
手
当

て
二
十
三
万
円
が
支
払
わ
れ
た
。

死
ん
で
も
補
償
は
な
い
と
い
う

米
軍
の
書
類
に
、
サ
イ
ン
さ
せ

ら
れ
て
い
る
。プ
サ
ン
港
で
は
、

ミ
グ
戦
闘
機
の
機
銃
掃
射
で
、

日
本
人
一
人
が
死
亡
、
三
人
が

負
傷
の
噂
が
流
れ
た
。
米
軍
は
、

日
本
人
が
戦
争
に
加
わ
っ
て
い

る
こ
と
に
、
徹
底
し
た
報
道
管

制
を
し
い
た
。 

門
司
港
に
は
、
死
体
が
ど
ん

ど
ん
運
び
込
ま
れ
た
。
死
体
を

扱
う
仕
事
は
、
沖
仲
仕
の
日
当

の
六
倍
で
、
三
千
円
だ
っ
た
。

学
生
や
筑
豊
の
失
業
者
が
群
ら

が
っ
て
き
た
。
岸
壁
か
ら
、
軍

用
ト
ラ
ッ
ク
で
、
小
倉
の

ジ
ョ
ー
ノ
キ
ャ
ン
プ
に
運
ぶ
。

ホ
ル
マ
リ
ン
の
強
い
臭
い
で
、

市
民
は
、
死
体
を
運
ん
で
い
る

こ
と
を
知
っ
た
と
言
う
。 

軍
事
物
資
の
半
島
へ
の
輸
送

を
阻
止
、
妨
害
し
よ
う
と
ス
ト

や
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
を
つ
づ
け
た

労
働
者
た
ち
も
い
た
。
米
軍
Ｍ

Ｐ
に
カ
ー
ビ
ン
銃
を
つ
き
つ
け

ら
れ
た
り
、
大
長
組
や
小
倉
の

野
中
組
の
暴
力
、
港
運
会
社
上

組
や
門
司
港
運
の
ス
ト
破
り
な

ど
に
命
が
け
で
対
抗
し
た
。
損

傷
の
ひ
ど
い
死
体
の
八
十
パ
ー

セ
ン
ト
が
黒
人
兵
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
彼
ら
の
中
に
も
協
力

者
が
い
た
。 

船
に
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

を
固
定
す
る
ワ
イ
ヤ
ー
を
ゆ
る

め
、
海
上
で
落
ち
る
よ
う
に
仕

掛
け
る
。
戦
車
の
砲
身
を
、
積

み
込
み
時
に
曲
が
る
よ
う
に
工

夫
す
る
。
計
器
や
部
品
を
抜
き

取
っ
て
し
ま
う
。
あ
る
種
、
滑

稽
な
戦
術
を
、
反
戦
グ
ル
ー
プ

の
労
働
者
た
ち
は
実
行
し
た
。 

朝
鮮
戦
争
は
、
現
在
も
休
戦

中
で
終
わ
っ
て
い
な
い
。 

(

こ
の
項
つ
づ
く) 

 〈
参
考
文
献
〉 

掘
雅
和
『
関
門
の
近
代
』

(

弦
書
房) 

林
え
い
だ
い
『
筑
豊
俘
虜

記
』(

亜
紀
書
房)

、
『
海
峡

の
女
た
ち
』(

葦
書
房) 

 

台湾金爪石の炭鉱で働かされた

連合国捕虜の碑。筆者撮影 

朝鮮戦争時の南への難民たち。プサンの資料館

で筆者撮影 



  

 

 

 

 

（有）あさひ堂 

（株）一谷住宅 

イン・ザ・ルーム亀岡店 

上段税理士事務所 

（株）高木設備 

たにやま鍼灸整骨院 

田端輪業 

（有）土佐寿司 

（有）永田損害保険事務所 

（有）西村テレビ 

ノエビア京都西都販売会社 

三木歯科医院 

みづほ電工 

理容ちどり 
 

（五十音順） 

 

デイサービスだより 

 

編 

集 

後 

記 

 

数
年
後
の
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
の

幼
稚
園
で「
ヨ
シ
」と
い
う
名
前

の
子
供
が
多
い
こ
と
を
疑
問
に

思
う
保
育
士
が
い
る
こ
と
で
し

ょ
う…

 

最
終
７
戦
ま
で
も
つ
れ

込
ん
だ
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
（Ｗ

Ｓ
）で
大
車
輪
の
活
躍
を
し
た
ド

ジ
ャ
ー
ス
山
本
由
伸
投
手
の
人

気
に
触
れ
、
フ
ァ
ン
が
発
し
た
一

言
で
す
。
異
次
元
の
活
躍
を
見

せ
る
大
谷
翔
平
選
手
で
さ
え

も
、
山
本
を「
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
の
投
手
」と
称
え
る
な
ど
、
後

世
に
語
り
継
が
れ
る
伝
説
的
な

Ｗ
Ｓ
と
な
り
ま
し
た 

▼
実
は
私

も
ア
メ
リ
カ
に
在
住
し
て
い
た
時

は「
ヨ
シ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
人
気
ゲ
ー
ム【
ス
ー
パ
ー
マ

リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
】に
登
場
す
る

「
ヨ
ッ
シ
ー
」
の
認
知
度
も
あ
っ

て
、
自
然
に
そ
う
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
今
回
、
山
本
投
手
の
活
躍

を
見
て
、
昔
一
緒
に
働
い
て
い
た

も
う
一
人
の「
ヨ
シ
」を
思
い
出

し
て
く
れ
た
元
同
僚
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
な
ー
？
と
思

い
ま
す 

▼
同
じ
ヨ
シ
仲
間
と
し

て
、
同
じ
日
本
人
と
し
て
そ
の
活

躍
は
誇
ら
し
い
も
の
で
す
が
、
こ

の
活
躍
を
当
然
の
よ
う
に
思
っ

て
い
る
の
は
長
年
オ
リ
ッ
ク
ス
フ

ァ
ン
を
続
け
て
き
て
い
る
人
な
ら

わ
か
っ
て
も
ら
え
る
気
が
し
ま

す
。
山
本
が
先
発
す
る
試
合

は
、
打
線
の
援
護
し
か
心
配
し
て

な
か
っ
た
で
す
か
ら…

 

▼
そ
の

人
気
ぶ
り
か
ら( 

山
本
投
手
が
）

言
っ
て
い
な
い
語
録
も
広
が
り
を

見
せ
て
い
て
面
白
い
で
す
。
山
本

の「
何
と
し
て
も
負
け
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
の
で
」
と
い
う
発
言

が
、
通
訳
を
介
し「L

o
sing isn`t 

an o
ption.

」( 

負
け
る
と
い
う
選

択
肢
は
な
い
）と
い
う
強
気
な
発

言
に
訳
さ
れ
、
そ
れ
を
有
言
実

行
し
た
こ
と
で
公
式
Ｔ
シ
ャ
ツ
に

ま
で
な
る
ほ
ど
。
そ
の
ほ
か
に
も

「
ブ
ル
ペ
ン
の
ド
ア
を
施
錠
し
て

お
け
」「
監
督
を
ベ
ン
チ
に
し
ば
り

つ
け
て
お
け
」な
ど…

 

実
際
本

人
が
言
わ
な
い
で
あ
ろ
う
言
葉

が
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
相
ま
っ

て
、
一
人
歩
き
し
始
め
て
い
ま
す 

▼
言
葉
も
文
化
も
違
う
中
で
の

暮
ら
し
や
仕
事
は
大
変
な
も
の

で
す
。
そ
ん
な
中
、
実
力
で
信
頼

を
勝
ち
取
っ
て
い
る
山
本
投
手
。

来
シ
ー
ズ
ン
の
活
躍
も
楽
し
み

で
す
。  

 
 

 
 

 
< 

編
集
子 > 

11月 4日（火） ボランティアグループ「ほどらい娘」さん 

が来所、365歩のマーチなどの歌に合わせ三曲の踊りを 

披露していただきました。その後利用者さんも扇子をもっ 

て一緒に踊り、楽しいひと時を過ごされました。 

 また 11月 8日（土）～10日（月）に開催された京丹波町 

文化祭には今年も利用者が作られた作品を出展。 

皆さんが 1年かけて作られた力作ぞろい。訪れた人も興 

味深そうに見ておられました。 

 

 

今年度の年末年始の休業日は下記の通りです。 送迎の予約

や、各種サービスのご質問、お問い合わせ等は、年内のなるべく

早いうちにお願いいたします。 

12月 27日（土）～1月 4日（日） 

※12 月 26 日（金）及び、1月 5日（月）は通常営業です。 

※休業期間中は、留守番電話での対応とさせていただきます。 

※緊急のご連絡は、事務所携帯電話へお願いいたします。 

↑お揃いの着物姿で踊る「ほどらい娘」の

皆さん 

 

 

 


